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３．４ 土質試験結果 

 

調査地に分布するAc1層の土質特性を把握するために「乱れの少ない試料」採取を行った。

また、As1 層においては標準貫入試験で得られる乱した試料を用いて物理試験を行った。 

試験結果の詳細を巻末に示し、ここでは表-3.4.1 に試験結果の一覧表をまとめた。以下特

筆すべき事項を述べる。 

表-3.4.1  土質試験結果一覧表 
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(1)物理特性 

①粒度特性 

粒度とは土を構成する土粒子径の分布状態を全質量に対する百分率で表したもので

ある。試験は対象とする粒径の範囲が非常に広いため、粒径75μm以上はふるい分析、

これ未満は沈降分析を用いる。土は表-3.4.2に示す粒径を境にして区分し、各々の区

分範囲の粒子を粘土・シルト・砂・礫の呼び名で表している。また、土は様々な割合

で混ざっており、その混ざり具合は粒径加積曲線で表される。 

粒径加積曲線は曲線が立っているほど一定の粒径が多く、「粒度分布は悪い」と評

価される。 

表-3.4.2 粒径区分とその呼び名 

     5μm   75μm 425μm  2mm   4.75mm  19mm    75mm 

粘 

土 

シ
ル
ト 

細 
砂 

粗 

砂 

細 

礫 

中 

礫 

粗 

礫 

砂 礫 

 

各層の粒度試験結果を図-3.4.1 の粒径加積曲線図にまとめた。その結果、As1 層は

3試料とも同じ粒径加積曲線を示しており、礫分 0.1～1.5%,砂分 90.8～92.5%,シルト

分 3.7～4.9%,粘土分 2.5～2.9%で、砂分が卓越している。地盤材料の分類名は「細粒

分まじり砂：S-F」に区分される。 

Ac1 層は砂分 22.8％, シルト分 49.5%,粘土分 27.7%で、細粒分が優勢である。地盤

材料の分類名は「砂質粘土(高液性限界)：CHS」に区分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.4.1 As1・Ac1層の粒径加積曲線 
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② 自然特性 

参考として、表-3.4.3に「我が国における土の密度のおおよその範囲」を示す。 

 

表-3.4.3 我が国における土の密度のおおよその範囲 

 沖積層 洪積層 関 東 高有機 

 粘性土 砂質土 粘性土 ローム 質 土 

湿潤密度ρt(g/cm３) 

乾燥密度ρd(g/cm３) 

含 水 比 W (％) 

1.2～1.8 

0.5～1.4 

30～150 

1.6～2.0 

1.2～1.8 

10～30 

1.6～2.0 

1.1～1.6 

20～40 

1.2～1.5 

0.6～0.7 

80～180 

0.8～1.3 

0.1～0.6 

80～1200 

（出典：「土質試験法の方法と解説」平成１２年度版、地盤工学会） 

 

As1層の砂質土は、自然含水比がωn=16.1～18.8％で、沖積層の砂質土の中間値に

ある。 

Ac1層の粘性土は自然含水比がωn=44.4％、湿潤密度がρt=1.754 g/cm３、間隙比

がｅ=1.208で、含水比が沖積粘性土の下限値側、湿潤密度が沖積粘性土の上限値側

に位置する。 

 

③コンシステンシー特性 

コンシステンシー特性とは細粒土の分類に使用され、外力を受けた細粒土が変

形・ 

流動化に対して抵抗する度合いを示すもので、液性限界、塑性限界、塑性指数等の

値で表される。表-3.4.4にAc1層の液性限界・塑性限界について示す。参考として、

表-3.4.5に「土の液性限界・塑性限界の測定例」を示す。なお、As1層のコンシステ

ンシー特性は、ノンプラスティック(NP)であった。Ac1層は沖積シルトの下限値側に

位置する。 

表-3.4.4 Ac1層の液性限界・塑性限界 

試料№ 
自然含水比ωｎ

（％） 
液性限界ωＬ（％） 塑性限界ωＰ（％） 塑性指数ＩＰ 

T3-1 44.4 58.4 25.7 32.7 

 

表-3.4.5 液性限界・塑性限界の測定例 

土の種類 液性限界（％） 塑性限界（％） 

粘土（沖積層） 50～130 30～60 

シルト（沖積

層） 
30～80 20～50 

粘土（洪積層） 35～90 20～50 

関東ローム 80～150 40～80 

（出典：「土質試験法の方法と解説」平成１２年度版、地盤工学会） 
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液性限界と塑性限界がわかると塑性指数はＩｐ＝ωＬ－ωｐで求められ、液性

限界・塑性限界試験により求まる値から、細粒土の硬軟の程度をコンシステンシ

ー指数（Ｉc）および自然状態の流動性の度合いを示す液性指数（ＩＬ）は次 式

で示される。 

Ｉｃ＝
ｐ

ｎ

Ｉ

－ωωL
＝

ｐ

ｎ

－ωω

－ωω

L

L
   ＩＬ＝

ｐ

ｐｎ

Ｉ

－ωω
＝

ｐ

ｐｎ

－ωω

－ωω

L
 

 

    ここに、Ｉｃ：コンシステンシー指数、ＩＬ：液性指数 

        ωＬ ：液性限界（％）、ωｎ：自然含水比（％） 

        Ｉｐ：塑性指数、ωｐ：塑性限界（％） 

 

コンシステンシー指数（Ｉc）はＩc≧１のとき比較的安定な状態であり、液性

指数（ＩＬ）はゼロに近いほど安定していることを示す。 

コンシステンシー指数（Ｉc）で土の状態を評価すると表-3.4.6に示すとおりで

ある。 

 

表-3.4.6 コンシステンシー指数（Ｉc）と土の状態 

土の状態 液性状 塑性状 半固結状 

コンシステ 

ンシー 
Ｉc＜０ ０＜Ｉc＜１ １＜Ｉc 

分  類 流動粘土 塑性粘土 弾性粘土 

 

コンシステンシー指数による、Ac1層の評価を表-3.4.7に示す。 

 

表-3.4.7 Ac1層のコンシステンシー指数 

試料№ コンシステンシー指数（Ｉｃ） 評 価 

T3-1 0.428 
０＜Ｉc＜１であり、塑性状を示す。自然状態で

の流動性は安定といえる。 
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（２）力学特性 

①せん断強度特性 

Ac1層の力学特性を把握するため、三軸圧縮試験は非圧密非排水(UU)試験を行った。

その強度定数は、表-3.4.1に示すように粘着力：Ｃu=58.1kN/ｍ２，せん断抵抗角：φ

u=6.89°を示し、主に粘着力の要素から成り立っている。 

 

②圧密特性 

   Ac1層の圧密特性を把握するため、土の段階載荷による圧密試験を行った。圧密試 

  験結果についてまとめたものを表-3.4.8に示す。なお、圧密降伏応力Ｐcは181.0kN/㎡ 

を示しており、№3地点のAc1層の圧密状況は、概ね「軽い過圧密」と判定される。 

 

表-3.4.8 圧密試験結果一覧表  

地層名 
試料 

番号 

採取深度 

GL-(m) 

圧密指数 

Cc 

圧密降伏応力 

Pc(kN/ｍ2) 

有効土被り圧 

Po(kN/ｍ2) 

過圧密比 

ＯＣＲ 

Ac1 T3-1 
11.00～

11.80 
0.438 181.0 131.55 1.37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.4.2 №3 地点の地中応力計算条件図 
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T3-1(中心深度：GL-11.40m) 
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ここでは、圧密試験結果より得られる圧密降伏応力Ｐcより、現在の圧密状況

の判定を式(1)のOCR(過圧密比)を用いて行った。以下に計算手法を示す。 

なお、地下水位はボーリングNo.3の無水掘削により確認された水位を採用した。 

 

OCR値は、以下のような関係が言われている。 

CR＜1.0 ・・・・ 未圧密 

OCR＝1.0 ・・・・ 正規圧密 

OCR＞1.0 ・・・・ 過圧密 
 

また、「過圧密」は以下のように区分することもある。 
 

1.0＜OCR≦2.0 ・・・軽い過圧密 
2.0＜OCR≦8.0 ・・・過圧密 
8.0＜OCR  ・・・・・強い過圧密 
 

 
Ｐc  

ＯＣＲ＝               ・・・・式(1) 
Ｐo  

 
ここで、OCR：過圧密比 

Ｐc：圧密降伏応力 
Ｐo：有効土被り圧  

 

(1)試験深度の圧密降伏応力  

①Ac1層(T3-1) ・・・Ｐc1= 181.0(kN/㎡) (GL- 11.40ｍ) 

 

(2)試験深度の有効土被り圧 

①GL-11.40m地点のＰo1 

Ｐo1=2.75×18.0+(2.85-2.75)×(18.0-10.0)+(9.70-2.85)×(20.0-10.0) 

+(11.40-9.70)×(17.5-10.0)=131.55(kN/㎡) 

 

(3)OCRの判定 

①GL-11.40m地点のOCR値の判定 

CR=Ｐc1/Ｐo1=181.0/131.55≒1.37 

 

よって№№3地点のAc1層の圧密状況は、「軽い過圧密」と判定される。 
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1.00～4.80
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砂　礫
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－　地質層序表　－

新

第

三

世

鮮

新
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三
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総
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逗子泥岩層 Zm
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主な範囲 平均値

第三粘性土層

※1
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礫混じり粘土

3.00～8.40

1.80～5.85

5.45以上

30～

60

9.2

14.5

52.5※2

3.5

19.8

9.4

27.6
※2

19.0

60

60/3

～

60/11

11～28

※2

※1・・・ As1層は、各地点の上部と下部1ｍのN値が低いので、2段書きとした。

※2・・・ N≧60については、平均値算出の際、安全側にすべてN=60とした。
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試 験 名

およ び結果

試 料 採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

2

1

2

2



45.45

塊

ｍ粗

57

58

59

60

61

62

63

64

-54.95

-60.38

5.95

5.43

58.80

64.23

る。

含水多
砂

均質。

非常に
礫状コ

泥
岩

暗
灰

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

-49.00 8.05 52.85

均質な
含水少

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
灰

含水中
全体的
泥岩
～20ｍ

57.00

礫
混
じ
り

暗
灰

シルト 質粘土。粘性中位。

ない。

～多位。
に泥岩塊・礫を混入。
はφ 10～30ｍｍ、礫径はφ 10
ｍ。
以深より 礫の混入は増加す

位。

硬質。
アにて採取さ れる。

46.15

46.45
47.15

47.45
48.15

48.45
49.15

49.45
50.15

50.45
51.15

51.45
52.15

52.45
53.15

53.45
54.15

54.45
55.15

55.45
56.15

56.45
57.15

57.45
58.15

58.45
59.15

59.19

60.15

60.20

61.15

61.19

62.15

62.18

63.15

63.21

64.15

64.23

3

4

3

4

3

3

3

9

7

6

8

10

10

60

4

60

5

60

4

60

3

60

6

60

8

3

4

3

4

3

3

4

10

8

9

10

11

11

4

4

4

4

3

4

4

10

10

9

10

16

13

10

30

12

30

10

30

12

30

9

30

10

30

11

30

29

30

25

30

24

30

28

30

37

30

34

30
60

4

60

5

60

4

60

3

60

6

60

8

10

12

10

12

9

10

11

29

25

24

28

37

34

450

360

450

600

300

225

礫

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

-36.65

-38.95

-40.95

14.50

2.30

2.00

40.50

42.80

44.80

含水中
礫は泥
亜角
GL-42.
なる。

礫
混
じ
り
粗
砂

暗
灰

粒子均
全体に
る。

シルト
混じり
細砂

暗
灰

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

-22.15 15.50 26.00

均質な
GL-33.

粘
土
質
シ
ル

ト

緑
灰

～

暗
灰

シルト 質粘土。粘性中位。

0ｍ付近より 暗灰色に変わる。

位。

岩塊からなり 、φ 10～30㎜の
からなる。

0ｍ付近から 礫の混入少なく

一。含水少ない。

暗灰色のシルト を少量混入す

24.47
25.15

25.46
26.15

26.45
27.15

27.47
28.15

28.48
29.15

29.46
30.15

30.47
31.15

31.48
32.15

32.47
33.15

33.45
34.15

34.45
35.15

35.45
36.15

36.45
37.15

37.45
38.15

38.45
39.15

39.45
40.15

40.45
41.15

41.45
42.15

42.45
43.15

43.45
44.15

44.45
45.15

1

1

1

11

1

12

1

11

1

11

1

12

1

11

1

1

1

1

2

3

2

2

8

7

5

4

4

1

11

1

1

11

1

11

1

1

1

11

1

11

1

2

1

2

2

2

2

2

10

8

6

7

4

1

1

1

1

1

1

11

1

1

1

1

2

2

2

3

2

3

8

11

6

5

4

3

31

3

30

3

32

3

33

3

31

3

32

3

33

3

32

3

30

4

30

4

30

5

30

6

30

8

30

6

30

7

30

26

30

26

30

17

30

16

30

12

30

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

5

6

8

6

7

26

26

17

16

12

1

20

1

21

1

22

1

24

図

年

Ｎ

粒子均一 含水中 位
細

黄 30 15

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

均質な
貝殻片
粘性中
GL-15.

シ
ル
ト

暗
青
灰～

緑
灰

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

-0.15

-3.15

-5.10

-6.65

1.30

3.00

1.95

1.55

4.00

7.00

8.95

10.50

砂
褐

粒子不

GL-5.0
GL-5.0
貝殻片

細
砂

黒
褐
灰～

暗
灰

粒子均
若干の

細
砂

暗
灰

不規則
GL-1 0.
くなる

砂混じ
りシル
ト

暗
灰

。 。

均一。
ｍまで、黒褐灰色。
ｍ以深、暗灰色の中砂。
、少量混入。

一。含水少ない。
シルト 分混入。

に細砂を少量混入。

0ｍ以深、砂分の混入が少な
。

シルト 。

を少量混入。

位。

0ｍ付近より 緑灰色になる。

3.45
4.15

4.43

5.15

5.45
6.15

6.44
7.15

7.45
8.15

8.45
9.15

9.45
10.15

10.45
11.15

11.47
12.15

12.46
13.15

13.47
14.15

14.45
15.15

15.47
16.15

16.47
17.15

17.45
18.15

18.46
19.15

19.47
20.15

20.48
21.15

21.46
22.15

22.45
23.15

23.46
24.15

16

17

13

12

10

1

1

18

1

18

1

16

1

11

1

1

12

1

11

1

1

11

1

12

1

11

1

11

1

1

11

1

11

19

19

32

19

11

1

1

12

1

14

1

15

1

11

1

1

1

11

1

1

1

1

11

1

1

1

1

11

25

8

18

15

9

27

16

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1

1

1

60

28

54

30

60

29

58

30

37

30

3

30

2

30

2

32

2

31

3

32

3

30

3

32

3

32

3

30

3

31

3

32

3

33

3

31

3

30

3

31

3

32

64

54

62

58

37

3

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

ボーリング柱状

調 査 名 ( 仮 称 ) 南こ ど も 園 建 設 予 定 地 地 質 調 査

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 2 調 査 位 置 神 奈 川 県 横 須 賀 市

発 注 機 関 調 査期 間 2022

調 査 業 者 名 主 任 技 師
現 場

代 理 人

孔 口 標 高 T.P
3.854m

角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用

機
種

試 錐 機 カノ －

エン ジン総 掘 進 長  64.23m

標

尺

(m)

1

2

3

標

高

(m)

1.15

層

厚

(m)

2.70

深

度

(m)

2.70

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部、礫混り 有機質ロームとローム
の混合土。

1.40ｍ付近より 、凝灰質シルト 主
体。

浮石を多く 混入する。

埋
土

暗
黄
灰

茶

孔

内
水
位

(m)
／
測

定
月
日

2.70
1/18

標 準

深

度

(m)

1.65

1.95

2.15

2.45
3.15

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

2

5

10
～

20

5

1

4

20
～

30

5

2

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

13

305

30

15

0

13

5

業 務 委 託

久 里 浜 6 - 6 4 2 - 6 北 緯 3 5 °1 3’ 3 6 . 3 ”

東 経 1 3 9°42’ 2 4.1 ”1月 17日 ～ 2022年 1月 24日

コ ア

鑑 定 者
ボ リーング
責 任 者

Ｋ Ｒ －１ ５ ０ Ｈ Ａ
ハンマー

落下用具
半自 動

Ｆ Ｄ -１ ０ ０ ポ ン プ カノ ーＶ６

ボーリング No N o . 2

シ ート No 4 - 4 6 7

貫 入 試 験

N 値

10 20 30 40 50 60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

およ び結果

試 料 採取

深

度

(m)

3.15

3.45

試

料

番

号

P2-1

採

取

方

法

○P

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

1

18

1

19



26.15 1 1 1 3 126

土 8

泥
入

極

塊
塊

中

塊

く

乳
入

い
れ

粒子やや均 含水細砂 暗灰

62

63

64 -60.62 3.70 64.20

57

58

59

60

61

-53.07

-55.22

-56.92

0.35

2.15

1.70

56.65

58.80

60.50

一。

φ 5～30ｍｍの泥岩
含水中位。

全体的に泥岩塊を多

礫
混
じ
り
粘
土

暗
灰

均質。非常に硬質な
岩を不規則に少量混

泥
岩

暗
灰

全体に砂分の混入多
礫状コアにて採取さ

砂
質
泥
岩

暗
灰

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

-46.22

-48.17

-49.37

-51.12

-52.72

8.10

1.95

1.20

1.75

1.60

49.80

51.75

52.95

54.70

56.30

礫はφ 5～30ｍｍの
少量の礫・粘土を混
含水中位。

砂
礫

暗
灰

含水中位。泥岩塊を
る。

細
砂

暗
灰

φ 5～40ｍｍの泥岩
54.00ｍ以深、泥岩
水中 位。

礫混じ
り粘土

暗
灰

粘性中位。均質。
粘
土

暗
灰

岩塊からなる。
。

く少量混入す

を混入。
を多く 混入。含

位。

を混入。

混入。

灰色の固結泥
。

。
る。

46.45

47.15

47.46

48.15

48.45

49.15

49.45

50.15

50.45

51.15

51.45

52.15

52.45

53.15

53.45

54.15

54.45

55.15

55.45

56.15

56.45

57.15

57.45

58.15

58.45

59.15

59.19

60.15

60.18

61.15

61.21

62.15

62.20

63.15

63.19

64.15

64.20

2

2

3

8

5

3

4

5

5

3

8

8

60

4

60

3

60

6

60

5

60

4

60

5

3

11

3

3

11

6

4

6

7

5

4

5

10

3

3

3

15

8

7

6

6

7

8

9

10

30

8

31

8

30

9

30

34

30

19

30

14

30

16

30

18

30

17

30

15

30

22

30

28

30

60

4

60

3

60

6

60

5

60

4

60

5

8

8

9

34

19

14

16

18

17

15

22

28

450

600

300

360

450

360

塊
や

音

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

-35.12

-38.12

12.20

3.00

38.70

41.70

φ 5～20ｍｍの泥岩
全体的にシルト をや
含水少位。

40.50～40.80ｍ、礫

シ
ル

ト
質
細
砂

暗
灰

均質。

粘性中位。

シ
ル

ト
質
粘

暗
灰

35

36

-22.92 16.80 26.50

均質。

粘性中位。

粘
土
質
シ
ル

ト

暗
灰

27

28

29

30

31

32

33

34

を混入。

多く 混入。

有り 。

26.47

27.15

27.46

28.15

28.45

29.15

29.46

30.15

30.45

31.15

31.46

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.45

41.15

41.45

42.15

42.45

43.15

43.46

44.15

44.45

45.15

45.45

46.15

12

1

11

1

1

11

1

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

3

2

2

11

2

2

2

1

1

1

1

2

11

2

1

1

2

2

2

2

3

3

3

2

2

2

2

3

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

5

4

2

3

3

3

3

32

3

31

3

30

3

31

3

30

4

31

4

30

4

30

4

30

5

30

6

30

6

30

6

30

9

30

11

30

10

30

6

30

7

31

7

30

7

30

8

3

3

3

3

3

4

4

4

4

5

6

6

6

9

11

10

6

7

7

7

29

1

31

2

1

2

2

2

3

40

6

貝殻 φ の礫を少量混入
粗

混

入
に
々

薄

16

均質。

極く 少量の貝殻を混
12.00ｍより 緑灰色
24.00ｍ付近より 所
砂をシーム状に極く

シ
ル

ト

暗
灰～

緑
灰

17

18

19

20

21

22

23

24

25

-3.42

-4.92

-6.12

2.10

1.50

1.20

7.00

8.50

9.70

・ 5～10ｍｍ
する。砂 、

暗
灰

粒子均一。

含水中位。

極く 少量のシルト を

細
砂

暗
灰

粒子やや均一。

含水少位。
シルト
質細砂

暗
灰

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

入する。

する。

変化する。
、暗灰色の細
く 挟在する。

6.15

6.45

7.15

7.37

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

12.15

12.45

13.15

13.50

14.15

14.45

15.15

15.47

16.15

16.49

17.15

17.47

18.15

18.49

19.15

19.48

20.15

20.50

21.15

21.49

22.15

22.48

23.15

23.48

24.15

24.46

25.15

25.48

15

16

5

1

1

16

1

15

1

17

1

16

1

17

1

12

1

12

1

12

1

11

1

12

1

12

1

12

1

11

1

11

1

12

12

31

6

2

1

14

1

15

1

18

1

14

1

15

1

12

1

1

11

1

12

1

8

1

11

1

11

1

11

1

1

11

12

13

2

6

2

1

1

1

11

1

1

15

1

11

1

1

11

1

1

39

30

60

22

17

30

5

30

2

30

2

30

2

35

2

30

2

32

3

34

3

32

3

34

3

33

3

35

3

34

3

33

3

33

3

31

3

33

39

82

17

5

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

ク
と

の
り
体
入

中
変
位
入

中

標

高

(m)

0.74

-1.32

層

厚

(m)

2.85

2.05

深

度

(m)

2.85

4.90

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.00～0.15ｍ、コン

0.15～1.50ｍ、粘土
土。

粘土質土主体。少量
1.50ｍより 泥岩塊混
2.00ｍより 泥岩塊主
黒ボクを不規則に混

埋
土

暗
黄
灰

粒子やや均一。含水
4.00ｍより 黄暗灰に
粒子不均一。含水中
極く 少量の貝殻を混
含水少位。

細
砂

茶
黄
褐

粒子やや均一。含水

黒
褐
灰

事

称仮(名査調

業・ 工事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 3 調 査 位

発 注 機 関

調 査 業 者 名 主 任 技

孔 口 標 高 T.P
3.585m

角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西
総 掘 進 長  64.20m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

リ ート 。

砂質土の混合

泥岩塊を混入
の粘土質土。
。
。

位。
化。
。
。

位。

孔

内
水
位

(m)
／
測

定
月
日

2.75
1/26

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.65

1.95
2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.37

5.15

5.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
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5

1
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～

20

6

2

3
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～
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5

1

6

9

2

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)
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30
4
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30

60

22
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30

N 値
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託委務業査調質地地定予設建園もどこ南)

図状柱グンリーボ
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師
現 場
代 理 人

コ ア

鑑 定 者

地
盤
勾
配 90°
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0°鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ － Ｋ Ｒ －１ ５ ０ Ｈ

エン ジ ン Ｎ Ｆ Ｄ -１ ０ ０

50 60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

およ び結果

試 料 採取

深

度

(m)

11.00

11.80

3.15

3.45

試

料

番

号

T3-1

Ｐ3-
1

採

取

方

法

○T

Ｐ

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

1

26

1

27
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ハン マー

落下用具
半自 動

ポ ン プ カ ノ ー Ｖ６
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シ ート No 4 - 4 6 7



26 26.15 1 1 1 3

9

入
状

礫
岩

塊

泥

有

～

岩

含
塊

挟
。
て
。

質

化

粒子不均 含水少
質細砂 灰

57

58

59

60

61

62

63

64

-53.03

-55.23

-60.53

1.00

2.20

5.30

56.70

58.90

64.20

一。

全体的に泥岩塊・泥
する。

礫間は粗中砂主体。

58.00ｍ付近、泥岩
する。

礫
混
じ
り
細
砂

暗
灰

上部、浮石密集層を
全体的に非常に硬質
礫状・短柱状コアに
浮石を多く 混入する
砂を含有し、所々砂
す。
不規則に酸化し、酸
変化する 。

泥
岩

暗
灰

シルト

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

-46.83

-52.03

5.20

5.20

50.50

55.70

粘性非常に強位。

腐植物・炭化物を混

49.00ｍ付近、薄層
を挟在する。

シ
ル

ト
質
粘
土

暗
灰

φ 5～50ｍｍの泥岩
φ 200～500ｍｍの泥
る。

細中砂主体。

含水多位。

53.00ｍ付近、泥岩
する。

54.00～55.00ｍ間、
入する。

礫
混
じ
り

細
砂

暗
灰

全体的にシルト を含
微細砂を混入。暗

する。

( 約5ｃ ｍ)に砂

を混入する 。

塊を混入す

を主体に混入

岩塊を多く 混

する。

中位。

礫を多く混入

水多位。
・泥岩礫が密集

在する。

採取される 。

泥岩状を呈

部は暗褐色に

46.45

47.15

47.45

48.15

48.45

49.15

49.45

50.15

50.45

51.15

51.45

52.15

52.45

53.15

53.42

54.15

54.45

55.15

55.45

56.15

56.45

57.15

57.45

58.15

58.45

59.15

59.23

60.15

60.26

61.15

61.24

62.15

62.23

63.15

63.22

64.15

64.20

2

3

4

5

7

10

14

9

10

7

10

8

60

8

48

60

9

60

8

60

7

60

5

3

3

4

6

9

12

25

10

12

8

12

9

12

1

2

4

4

8

14

16

21

7

13

14

12

23

11

30

7

30

10

30

12

30

19

30

30

30

38

30

60

27

32

30

36

30

27

30

45

30

28

30

60

8

60

11

60

9

60

8

60

7

60

5

7

10

12

19

30

38

67

32

36

27

45

28

225

164

200

225

257

360

入
殻

す

有
性

量

入

礫

礫

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

-36.83

-39.23

-41.63

13.00

2.40

2.40

40.50

42.90

45.30

シルト 分を全体に混
粘性中～強位。

40.90ｍ付近、泥岩

シ
ル

ト
質
細
砂

暗
灰

φ 5～50ｍｍの泥岩
入する。

粒子不均一。

含水多位。

礫間は粗中砂主体。

礫
混
じ
り

細
砂

暗
灰

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

-23.83 17.80 27.50

粘性強位。

均質。
貝殻片・貝殻粉を混

30.00ｍ付近より貝
少する。

少量の貝殻粉を混入
砂の混入無し 。

若干の孔壁の膨ら み

36.00ｍ付近より 粘
砂の混入無く 均質。

37.00ｍ付近、腐食し
する。

貝殻片・貝殻粉を少

粘
土
質
シ
ル

ト

暗
灰

する。

片の混入は減

る。

り 。

強位となる 。

た木塊を混入

混入する

する。

を混入する 。

・泥岩塊を混

26.47

27.15

27.47

28.15

28.45

29.15

29.47

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.50

33.15

33.48

34.15

34.45

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.45

41.15

41.45

42.15

42.45

43.15

43.45

44.15

44.45

45.15

45.45

46.15
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1

9

1
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1

9

1

1

1

14

1

9

1

1

2

2

2

2

2

3
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9

10

8

3

12

1

1

1

8

1

1

1

12

2

17

1

2

2

2

2

2

3

3

4
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17

4

3

6

1

13

1

8

2

15

2

1

1

9

1

7

2

2

2

2

2

3

3

5

4

20

20

3

3

32

3

32

3

30

4

32

4

30

3

30

3

35

4

33

4

30

5

30

6

30

6

30

6

30

7

30

8

30

11

30

11

30

39

30

47

30

15

30

9

3

3

3

4

4

3

3

4

4

5

6

6

6

7

8

11

11

39

47

15

1

26

1

27

1

28

1
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6

0

40

粗中砂を混入する砂 灰

ト
る

細

入
量

の

量

入
灰

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

全体的に均質。

粘性中～強位。
貝殻片・貝殻粉を混
15.00ｍ付近より 少
状に混入する。

16.00ｍ付近、少量の

17.00ｍ付近より 砂
り 、均質となる。

粘性中～強位。
貝殻片・貝殻粉を少
粘性強位。

砂の混入無く 均質。

貝殻片・貝殻粉を混
所々、小斑点状、黒
いる。

24.00ｍ付近、貝殻片
る。

シ
ル

ト

暗
灰

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

-4.93

-6.03

5.70

1.10

8.60

9.70

。

含水多位。

崩壊性有り 。
貝殻片を混入する。

7.00ｍ付近よりシル

微細砂を多く 混入す

所々、ポケット 状に
る。
粘性中位。

砂混じ
りシル
ト

暗
灰

を含有する。
。

砂を混入す

する。
の砂を小斑点

砂を 含有する。

混入は無くな

混入する

する。

色に酸化して

を多く 混入す

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.53

12.15

12.50

13.15

13.47

14.15

14.45

15.15

15.48

16.15

16.48

17.15

17.45

18.15

18.47

19.15

19.49

20.15

20.50

21.15

21.45

22.15

22.47

23.15

23.47

24.15

24.45

25.15

25.45

12
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1
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1

1
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1
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1
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1
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1

43

30

45
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28
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3
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3
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3

35

3

32

3
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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3
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43
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ト

を

混

し

に

調 査 名 ( 仮 称

事業・ 工事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 4 調 査 位

発 注 機 関

調 査 業 者 名 主 任 技

孔 口 標 高 T.P
3.671m

角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西
総 掘 進 長  64.20m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

標

高

(m)

0.77

層

厚

(m)

2.90

深

度

(m)

2.90

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機質土・砂質シル

結シルト の混合土。

1.50ｍ付近、泥岩礫
る。

2.00ｍ付近、泥岩礫
体。

埋
土

暗
茶
褐～

黒
褐～

褐
灰

上部はシルト を含有
入する。

全体的に含水多位。

砂粒子不均一。

4.00ｍ付近より 極密
る。細 暗

ボーリング柱状図

) 南こ ど も 園 建 設 予 定 地 地 質 調 査 業 務 委 託
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種

試 錐 機 カ ノ － Ｋ Ｒ －１ ５ ０ Ｈ

エン ジ ン Ｎ Ｆ Ｄ -１ ０ ０

・泥岩礫・固

多く 混入す

り 粘性土主

、褐灰色を混

締まってい

孔

内
水
位

(m)
／
測

定
月
日

3.15
1/24

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.65

1.95
2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.43

5.15

5.34
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およ び結果
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深
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土 5

入

暗
る
質

塊
す
φ

れ

れ

57

58

59

60

61

62

63

64

-55.11

-60.42

3.00

5.31

58.90

64.21

φ 5～30ｍｍの泥岩
粘土を不規則に混入

58.45～58.90ｍ、約
岩となる 。

礫状コアにて採取さ
含水中位。

若干の逸水有り 。

砂
礫

黒
暗
灰～

暗
灰

均質。

非常に硬質。

礫状コアにて採取さ

泥
岩

暗
灰

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

-43.21

-43.71

-52.11

2.50

0.50

8.40

47.00

47.50

55.90

不規則に腐植物を混
粘性中位。

腐植土
混じり
粘土

茶～
暗灰

均質。

粘性中位。

50.00～51.00ｍ間、
不規則に少量混入す
51.00ｍ以深より 均

粘
土

暗
灰

する。

灰色の細砂を
。

。

主体。
る。

100ｍｍの泥

る。

る。

46.45

47.15

47.45

48.15

48.45

49.15

49.45

50.15

50.45

51.15

51.46

52.15

52.45

53.15

53.45

54.15

54.45

55.15

55.45

56.15

56.45

57.15

57.45

58.15

58.45

59.15

59.20

60.15

60.19

61.15

61.21

62.15

62.22

63.15

63.20

64.15

64.21

1

1

3

3

3

11

3

3

3

5

7

5

7

60

5

60

4

60

6

60

7

60

5

60

6

1

2

3

3

3

3

3

3

6

10

10

7

1

1

2

9

3

3

4

3

8

11

10

9

30

3

30

4

30

8

30

15

30

9

31

9

30

10

30

9

30

19

30

28

30

25

30

23

30

60

5

60

4

60

6

60

7

60

5

60

6

3

4

8

15

9

9

10

9

19

28

25

23

360

450

300

257

360

300

す
岩

を

入

礫

量

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

-36.01

-37.71

-40.71

12.80

1.70

3.00

39.80

41.50

44.50

含水中位。
粒子不均一。

約φ 10ｍｍの亜円礫
る。

礫混じ
り細砂

暗
灰

シルト を不規則に混
含水中位。
φ 5～20ｍｍの亜円
る。
泥岩塊主体。

砂
礫

暗
灰

均質。

粘性中位。

茶褐色の腐植物を少

シ
ル

ト
質
粘

暗
灰

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

-23.21 17.65 27.00

均質。

粘性中位。
貝殻を極く 少量混入

38.80～38.90ｍ、泥
る。

礫を少量混入する。

粘
土
質
シ
ル

ト

緑
灰

る。

塊を 挟在す

少量混入す

する。

を少量混入す

混入。

26.47

27.15

27.49

28.15

28.46

29.15

29.45

30.15

30.47

31.15

31.47

32.15

32.46

33.15

33.45
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44.15

44.45
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調 査 名 ( 仮 称

事業・ 工事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 5 調 査 位

発 注 機 関

調 査 業 者 名 主 任 技

孔 口 標 高 T.P
3.788m

角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西
総 掘 進 長  64.21m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

標

高

(m)

0.79

層

厚

(m)

3.00

深

度

(m)

3.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.00～0.60ｍ、瓦礫
砂質土・コンクリー

混入。

0.60～1.50ｍ、瓦礫
泥岩礫を 少量混入す
1.50～1.95ｍ、粘土
土。1.95～3.00ｍ、

埋
土

暗
褐～

褐
灰

粒子不均一。含水中
5.00ｍより暗灰色に
粒子やや均一。含水
少量の貝殻を混入。

6.00ｍより 貝殻を多
少量の礫を混入する

細
砂

黄
茶
褐
灰～

茶
褐～

ボーリング柱状図

) 南こ ど も 園 建 設 予 定 地 地 質 調 査 業 務 委 託

置 神 奈 川 県 横 須 賀 市 久 里 浜 6 - 6 4 2 -

調 査 期 間 2022年 2月 4日 ～ 20

師
現 場
代 理 人

コ ア

鑑 定 者

地
盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ － Ｋ Ｒ －１ ５ ０ Ｈ

エン ジ ン Ｎ Ｆ Ｄ -１ ０ ０

混入。

塊を極く 少量

じり 粘性土。
。

砂質土の混合
岩礫主体。

。
化する。

位。

混入。

孔

内
水
位

(m)
／
測

定
月
日

2.97
2/4

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.65

1.95
2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.36

5.15

5.40

10cmごとの

打 撃 回 数
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3
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21
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3
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～
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3

6

7

1

18

5
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撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

12

30
9

30

13

30

60

21

60

25

N 値

0 10 20 30

12

9

13

86

72

北 緯 3 5 ° 1 3’ 3 5 . 4”

東 経 1 3 9° 4 2’ 2 4. 9”22年 2月 12日

ボ リーング
責 任 者

Ａ
ハン マー

落下用具
半自 動

ポ ン プ カ ノ ー Ｖ６

ボーリング No N o . 5

シ ート No 4 - 4 6 7

50 60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

およ び結果

試 料 採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

2

4

2

5


